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日本ではどんどん暑くなる季節に、グラスに入るミントの清涼感や見た目のお洒落な雰囲気も手伝って、この数年カクテルのモ

ヒートは堂々の人気を博しております。しかし案外知られていないのは、本場キューバモヒートに入れられるハーブはこの「イエ

ルバ・ブエナ」といわれるハーブだということ。日本ではスペアミントで代用することも多いために、本来の「イエルバ・ブエナ」はモ

ヒートの流行に反してあまり知名度も上がらず栽培もされていなかった為に入手することができませんでした。「イエルバ・ブエ

ナ」を実際に感じると、より野性味と若々しい青い香りに溢れていて明らかにスペアミントとは異なる味わいを感じます。この「イ

エルバ・ブエナ」はスペアミントとパイナップルミントとの交配品種ともいわれていますが、ミントは交雑しやすい植物でもあるため

に、ミント属かセボリーの一種かということでも多少人々の意見も混雑するようです。一口に「イエルバ・ブエナ」と言われている

ハーブにも地域によりたくさん種類があるようですが、きっと現地ではそんな「イエルバ・ブエナ」がいつも身近にあって、焼けつく

ような太陽の元、本場「キューバモヒート」は人々に昔から一時の清涼感を与えてくれているオアシスといった役目だったのでし

ょう。写真は日本で栽培された「イエルバ・ブエナ」、まだ数は少ないですがひと時のお楽しみといたしましょう。 

Hierba Buena （Yerba Buena） イエルバ・ブエナ （千葉県産） 

 


